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2024年度全国研究発表大会は，2024年 11月
16日・17日の 2日間，西南学院大学で開催されま
した．本稿では，大会の基調講演の内容をお伝えし
ます．講演は，「地図情報の未来～ ICT時代の技術
と社会性～」と題して，株式会社ゼンリン代表取締
役社長の髙山善司様にご登壇いただきました．髙山
社長は，1986年に西南学院大学商学部経営学科を
ご卒業後，株式会社ゼンリンへ入社され，経営戦略
室長（2005年），取締役営業本部長（2006年）を
経て，2008年より代表取締役社長に就かれました．
就任時に現在の企業理念の「ZENRIN WAY」を策
定し，地図データベースなどの体系的な整備や，位
置情報等の技術を活用することによる，社会課題の
解決やビジネス支援などにより，社会的価値創造に
取り組まれています．
今回のご講演の内容は，長く地図に関わる事業を
展開してきた株式会社ゼンリンの事業や提供する
サービスについて，地図がどのように制作されて活
用されているのか，そして地図や地図ビジネスの今
後の展開についてお話しいただきました．

1.　株式会社ゼンリン概要と沿革

ただ今ご紹介にあずかりました株式会社ゼンリ
ン，髙山でございます．本日は 1時間程度というこ
とですけれども，よろしくお願いしたいと思います．
今日は会社概要，外部環境と歴史，地図ビジネス
の変遷，地図整備の仕組みを簡単に説明させていた
だきます．そして事業については，現状の事業内容
と本講演のタイトルとして，位置情報ビジネスの未
来，将来についてご紹介いたします．そして講演の
最後に，3Dのビジネスについて動画がありますの
で見ていただいて，都合 45分ぐらいのお話をした
いと思います．
本題に入る前に，今，清宮教授からもありました
けど，西南学院で開催する意味について私なりに考
えてみました．西南学院の使命，大学のホームペー
ジにも出ている部分で，地域社会および国際社会に
奉仕する，そういう創造的な人を育てることを使命
とするというふうになっています．奉仕の精神を
もって社会に貢献する人を送り続けるという，「人
材」を育てることに力を注いでいます．ここで言う
「人材」とは学生の皆さんになるでしょう．
そういうことを考えますと，私も当校の卒業生と
して，当社の社訓と照らし合わせてみると，当社は
友愛，奉仕，創造を掲げています．ひとりひとりの
「友愛」がもたらす平和がなければ地図は作れない．
地図を作ることができれば世の中の役に立ち，「奉
仕」につながる．「友愛と奉仕」によって，地図情
報の基礎を築き，未来を「創造」する．平和がない
と，地図が作れないわけですね．今は大変な世の中
ですけども．こういうことが西南の使命に通ずるも
のがありますし，そういうご縁も感じましたので，
今回のオファーをお引き受けしました．また，今回
の研究発表大会のテーマが「技術と社会性」ですけ
ども，地図の社会性というものも技術の進歩ととも
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にだんだん変わってきていますので，その辺も含め
てお話をしたいと思います．
企業理念で一番大事なのはミッションです．当社
は，「現実世界をライブラリー化する」ということ
を掲げております．バリューの部分では，地図が社
会インフラとして認識されてきました．電気，ガ
ス，水道ではございませんけども，地図も社会イン
フラの一部だと捉えて，企業理念として掲げ，経
営しています．ここから本題に入りたいと思いま
す．まず会社概要でございますが，私が代表取締役
社長で，大体 6割ぐらい東京本社におります．そし
て網田副社長は本社の戸畑（北九州市）にいまして
技術や生産部門を担当しています．私が事業を担当
しています．資本金 65億円，人員数はグループで
3,500～ 3,600名程度です．当社の業種カテゴリー
は情報通信で区分されています．
連結の子会社を含めますと，海外も若干 2社ござ

いますけども，支店は国内に約 75拠点，北海道か
ら沖縄まで．あとは海外も含めて東京・福岡を中心
として連結子会社を置いています．
少し沿革をお伝えします．1948年に別府で創業
をしています．後でもちょっと触れますけど 1949
年に『年刊別府』という観光の雑誌を作りまして，
その観光雑誌の巻末に地図を付けたんですね，商店
や宿などの名前がいっぱい入ったりしている．それ
が好評で，創業者が「地図がいいんじゃないか」と

いうことで，小倉に拠点を移してからは住宅地図と
いう地図を作り始めたというのが会社の成り立ちで
ございます．
だいぶ飛びますけども，それからパソコンが普及
する前の 1980年．私が西南学院大学を卒業してゼ
ンリンに入る頃は，アナログの住宅地図帳を全国に
展開していました．皆さんご存じかもしれませんけ
ども，ゼンリン住宅地図です．そして，パソコンの
普及に合わせて地図のデジタル化に取り組み，デジ
タル化の先にインターネットの世界になってくると
地図のデータベース化が必要となりますので，イン
ターネットに対応するために地図データベースを構
築し，さまざまなコンテンツを増やしてきました．
このときに 3次元のデジタル地図モデルも開発して
いました．
スマホが普及する前のガラケーの時代から，地図
が表示できる技術を導入していましたが，地図表示
のスピード等は実用性がないレベルでしたから，実
用化されるまでには時間を要しました．住宅地図も
紙の地図帳ではなく，インターネット配信へと移行
することになりますが，住宅地図のデータベースは
容量が非常に大きいものですから，配信といっても
一定以上の性能があるハードウェアでないと表示で
きないため，普及するには時間がかかった理由の一
つでした．
それから技術は IoTの世界に入ってまいりまし

図 1　会社沿革（出所：講演スライド）
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た．ここに書いてますけど （図 1参照），研究開発
が進み，自動運転分野や，最近はドローンといった
色々な用途がありますけども，NTT様の 4Dデジ
タル基盤で活用される高度地理空間情報の開発にも
着手しています．NTT様の関連企業と地図の高度
化を一緒に進めています．

2.　外部環境と地図ビジネスの変遷

ここからは外部環境と地図ビジネスの変遷という
ことで，お話をしたいと思います．
住宅地図，冒頭も申しましたとおり 1949年に観

光雑誌に収録した地図が好評となって当社の地図ビ
ジネスがスタートしました．そして，80年代です
けども私が入社した時の当社は，グループ会社もそ
んなに数はありませんでしたし，売上高も 100億
円程度でございました．ちょうど私が入社したの
が 1986年でしたから，それからバブルがはじける
1991年までの 5年間で売上が 200億円を達成し，
大体倍になっております．
もちろん各地方には住宅地図を，狭域で作って
らっしゃる印刷会社・出版社もありました．当社は
九州からずっと北上していき，全国に拠点を拡大し
てまいりましたが，地域色を活かして，地域の単位
で独自に進化した地図を提供するようになりまし
た．特に，当時の地図は道路地図があったくらい
で，大縮尺でピンポイントに場所を特定する地図は
ありませんでした．そういうニーズを探りながら地
図帳を作成してきました．

住宅地図ビジネスの始まり
全国展開することで，地図帳の販売冊数，スケー
ルメリットで成長していきまして，地域性を生かし
た形で独自に進化をしていきました．そういう意味
では，地図の仕様を統一するまでにはちょっと時間
がかかったわけですね．成長とともに地域ごとに異
なる地図帳を作るには，生産体制に限界がでてきま
した．当時は，筆耕版と言っていましたが，活字
じゃなく全部職人が手書きで描いた住宅地図帳でし
た．ですが，職人が減ってきて，手書きで地図を描
く人がいないと．そこで，住宅地図のデジタル化に
着手したのが 1984年．それこそ私が入社する頃に
着手しています．ペンピュータを使っていました．

要は手書きの地図が作れなくなるのでデジタル化が
必要だったということですね．また，売上が拡大す
るにつれ，例えば西新とか早良区だけの地図が欲し
いのではなくて，中央区が欲しい，西区が欲しいと
か，そういうニーズが出てくるようになると，地図
はシームレスにつながってないといけないんです
ね．
道路地図は 1万分の 1とか 2万 5,000分の 1の縮

尺になっていますので，1ページに包含されてい
るエリアが広いですが，住宅地図帳は行政単位で
作っていまして，基本的に 1,500分の 1の縮尺で
500メートルから 750とメッシュで，車で見ようと
するとどんどんページがとんで進むこともあり大変
ですね．だからそういう使い勝手の悪い部分を工夫
して，国道に真っすぐとか，ページをめくっても道
路に沿っているようなメッシュの切り方をして，独
自に進化していきました．
地域ごとに部分最適で使いやすい住宅地図を作っ
ていくと，複数の住宅地図帳を使う際に，ページが
つながらなくなり，複数冊利用されるユーザーに
とっては「つながってないじゃないか」という話に
なっちゃうんですね．複数地区購入の顧客が増えて
きたので，個別仕様のシームレス化を，全国仕様に
一気に統一しました．そうすると国道の主要道路
が斜めに表記され，そうするとユーザーにとって
は「使いにくいじゃないか」となり，結構お叱りを
受けながら営業をした覚えがございます．それでも
地図をデータベースとして利用するためには，地
図は北という前提で，統一していくべきだとなり，
1980年代の住宅地図ビジネスは変化していきまし
た．

デジタル地図とGISビジネスの拡大（1990年～）
デジタル化した 90年代です．製作プロセスを
デジタル化して効率を高め，ビジネスの領域を拡
大していきました．GIS （Geographic Information 
System） ですけども．位置情報を使ったGIS領域の
ビジネスの拡大時期が 1990年に訪れます．住宅地
図のデータベース化は主要政令指定都市を先に整備
してきました．また，ITの進化とともにパソコン
が急速に普及しましたから，デジタルの領域での地
図ビジネスの拡大につながりました．
ちょうど IBM様をはじめハードウェアが成長し
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ていた頃だと思いますけど．アナログからデジタル
という移行が徐々に始まってきて，住宅地図データ
ベースがGISに組み込めるようになってきたもの
の，GISシステム自体の価格が高く，住宅地図デー
タベースも，導入時のイニシャル価格は高くなりま
す．その要因もあって，民間の方々が利用する環境
が整うのには時間がかかりました．最初は官公庁や
大手企業での利用が進んでいきました．
まず普及させるのは市民の安全，安心を司る機関
にとして，例えば警察署．今は電話すればすぐ来ま
すよね．緊急指令システムは，当社の地図を組み込
んでいます．これと同様の地図を使って消防など，
システムを共有したことで，「どこで火事ですよ」，
「どこで緊急事態がありました」という通報が入る
とすぐに駆け付けられる．でも，たまに誤表記じゃ
ないのですが位置ずれがあったりするんですね．後
でもちょっと話しますけど，消防車が入れる道路，
入れない道路，幅員何メーター以上などの制約があ
る．道路に入れたとしても曲がれない，曲がれるっ
ていうのがあります．例えば縁石があると曲がれな
いので，その辺の細かい情報が必要という話になっ
てきます．

カーナビの登場とナビゲーション地図
1990年代はGISのビジネスが拡大していった時

期で，全国の住宅地図のデータベース化を進めてい
ました．その詳細な地図を持っているというのが起
因になって，ナビ地図の開発が始まりました．ちょ
うど 1990年から 2000年代がカーナビゲーション
ビジネスの黎明期と拡大期となります．
当社は，データベースを持っていますが，ナビア
プリの開発のノウハウというのは持っていなかっ
た．地図データの仕様はアプリにすごく影響を受け
るので，ナビアプリまたは電機メーカーや大手の車
メーカーと協業して，やらざるを得なかったという
ことです．当初は共通のデータ仕様で進めていまし
た．ナビ研のフォーマットと言われるもので，ナビ
研フォーマットをベースにカーナビ用地図データを
開発していきました．
当社としては，共通フォーマットで進めたかった
のですが，日産様，ホンダ様，トヨタ様，といった
各自動車メーカーが車の販売や，ナビで差別化を図
ろうとするとトヨタさんはトヨタさんの色，ホンダ

さんはホンダさんの色と，それぞれの仕様に振れて
いって，当社は各自動車メーカーの仕様に合わせて
カーナビ用地図データの開発を請け負うようになっ
ていきました．独自仕様があるとコストもかかるの
で，なかなか維持管理がしづらいということになっ
てきました．

1990年に，世界初のGPSカーナビゲーションシ
ステムがマツダ様のユーノス・コスモに搭載されま
した．ご存じの方がいらっしゃるかもしれませんけ
ども，これに採用されたのが最初でございます．当
時は大体ナビ 1台，50～ 60万円ぐらいの時代です．
当然，GPSもまだ 24基上がってない時代ですかね．
アメリカが 18基ぐらいで残り何基をあと何年で打
ち上げるみたいな．だから日本の上空を通らない時
間帯はGPSの情報を受信できずに自車位置が大き
くずれることがありました．そして，目的地への誘
導の機能が搭載されました．今は検索してすぐ目的
地が見つかるのが当たり前ですけども，1992年に
トヨタ様のセルシオにボイスナビゲーションが搭載
されたのが初めです．
それからナビゲーションシステムというのは，今
では新車に当たり前のように付いていますけども，
当時は新車購入時にナビが装着されていると車を買
う購買意欲が高まるんですね．当時のナビゲーショ
ン市場の拡大の背景として考えてみると，まずは新
車に標準で付いているナビゲーションを買った人は
いいんですけど，付いてない車に乗っている人が多
いので欲しくなりますよね．そうすると，後付けに
なりますよね．だからダッシュボードに，後付けす
る市販市場が誕生しました．
そうすると，新車装着のナビよりも，後付けのナ
ビゲーションのほうが機能が高いんですよ．標準で
付いてるよりは，いいナビがどんどん生産されるよ
うになってくる．したがって新車の製品レベルや要
求がどんどん上がり，標準モデルから後付けモデル
になるとまた精度が上がると．そして，標準でより
高い機能が付いてくる．またそれを超えるようなナ
ビゲーションが出るという．日本のナビゲーション
の進化というのは，もう世界と比べものにならない
ぐらいすごい勢いで，便利過ぎるぐらいになってい
きました．
当時のヨーロッパの PND （ポータブルナビゲー

ションデバイス）は地図表示ではなく，矢印が出る
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わけです，次右だ，次左だって．ヨーロッパでは，
ナビは流行らないと，その矢印の表示で十分だって
いう風潮がありましたけど，日本の市場がこれだけ
進化しているので，ドイツメーカーも今ではスタン
スが全く変わってきています．当社の地図データ
ベースもここまで詳細な情報を提供してきましたか
ら，そういう意味では，日本の市場というのは少し，
海外とは違います．
日本と海外のナビゲーションの違いは地形や都市
計画にも理由がありますよね．日本の場合は，狭く
複雑な道路が多く，アメリカみたいなストリート何
番，何番っていうのとは違って，場所の特定が難し
く，ナビのニーズが高まりました．

インターネット時代の到来
それからインターネットの時代が到来してまいり
ました．インターネットが急速に拡大すると，地
図の収集の方法であるとか提供の方法が格段に変
わってしまうんです．劇的に変化して，一般消費者
たちの地図の利用も変化が表れ始めました．例え
ば iPhoneやGoogleなどの登場によって，位置情報
という言葉が語られるようになってきて．プローブ
データという言葉が当たり前のように語られるよう
になってきて．
端末の進化とともに利用用途も多様化して，地図
利用の領域がどんどん拡大していった時期でござい
ます．2007年にGoogle日本版がリリースされると
きに，当社に地図データ提供のお話をいただきまし
た．当時の当社の経営陣としては海外の業者に地図
を提供するのはいかがか？という議論は結構ありま
して．私はそのときにちょうど取締役になる前後く
らいでしたので，議論も参加していましたが，最終
的には，地図をそのまま全部提供するのではなく
て，ネットワークデータは渡さないとか，さまざま
な制約をつけて提供することにしました．地図と
一言で言っても，内容は情報ごとに構造化してい
て，どれぐらいのレベルの地図を提供するかを議論
しながら提供判断しています．もちろん先方は「全
部」という要求でした．海外ですから交渉事は大変
でしたが，全てではなく一部を提供することで決着
しました．
それから 2010年，ドコモのサービス向けに地図
を提供しました．まだガラケーのときにも公式サイ

トにゼンリン地図ナビという当社サービスを提供し
ていましたが，ドコモ地図ナビという，ドコモの
サービスを立ち上げる話がありまして，結果的にゼ
ンリンの名前を消してドコモブランドでの提供とな
り，当社は運用に回りました．ドコモのサービスで
したが，ナビアプリ開発やサービス運営は当社が全
部やっていました．
それから時間が経過し，ドコモのサービスから，
また当社の「ゼンリン地図ナビ」としてのサービス
を提供しています．Google Mapsに代表されるよう
に，色々な所で当たり前のように地図がフリーで使
えるようになって，Google Mapsによって地図が市
民権を得た．その一因になったのは当社が地図を提
供したことかもしれないと思っています．
これは当社にとっても良かったというふうに今は
思っております．市場ってどういうふうに拡がって
いくかわからない．当たり前のように地図がタダで
使えるようになって，地図の価値が下がったように
受け取る方もいるかもしれません．でも，フリーに
慣れてくるとやっぱり要求が上がるんですよね．こ
れも欲しい，あれも欲しいみたいな．これも欲し
い，あれも欲しいとアドオンの場合は，料金が発生
しないとおかしいとなってきます．
フリーでサービスを提供するときには，広告モデ
ルが当然みたいになっていますけども，サービス自
体の価値を劣化させるわけにはいかない．そういう
ときのビジネスモデルを作るのは非常に難しいと，
今でも感じているところでございます．
次に，高速道路での運転支援システムにも貢献し
ていることについてお伝えします．後でちょっと触
れようかと思いますけど，高精度計測車両を走らせ
て点群データを収集し，高精度地図データを開発
しました．今，高速道路では日産のパイロット 2.0, 
のように手放しで運転できるなど，各メーカーから
自動運転技術を搭載した車が販売されています．自
動運転にも使われている高精度地図データを整備す
るための画像認識技術もすごく上がっています．今
は，調査スタッフが一軒一軒歩いて現物確認する調
査をしていますが，AIを活用することで，表札が
見える範囲を画像で撮って，去年と表札が変わって
いるかどうか，画像データを重ね合わせればすぐに
変化の有無がわかりますよね．髙山が何になったか
みたいなのはすぐわかると．これは昨年と住人が変
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わってるという情報ですよね．変わっているという
情報がわかれば，調査のコストがすごく下がるんで
すね．これまでは変わっているかどうかわからない
ので，必ず現地に行って確認する必要があるため，
すごくコストがかかっていました．このコストの部
分を技術の進化によって現地に行かなくてもすむ．
今まで当たり前にやってきたことが大きく変わりま
す．
点群データを使った 3Dデータも整備していま
す．ローカスブルーというベンチャー企業をM&A
でグループ化しました．点群の技術ってすごく上
がっています．皆さん観光でお城とか行かれると，
昔のお城のデータを点群で再生しているとこありま
すよね．ああいうのも本当にすごい技術で，当時の
ままを再現できる時代になっているんです．
これまで計測車両を走らせて，画像から作成した
図と地図データを紐付けて交差点の 3D地図をナビ
に提供していますが，今は高精度計測車両を走らせ
て，点群データに属性を持たせることによって，交
差点情報を立体的に表現できるようになりました．
方面看板も画像認識の技術で変化情報を把握するこ
とが可能となりましたので，地図の更新も格段と向
上すると考えています．
インターネットの普及や技術革新によって，地図
の利用は，「人が見る」から「機械が読む」時代に
突入しました．実際のところは．機械が読むとなる
と，精度が高くないと間違えてしまいます．エラー
になりますね．人は大体こんなものだと脳で判断で
きるんですけど，機械はそういうわけにはいかな
い．そうすると位置の精度を高めるであるとか，鮮
度を高めるということが非常に重要になってまいり
ます．そのためには，相応のコストがかかる．投資
もしないといけないということになります．

3.　地図整備の仕組み

時空間データベースの地図整備の仕組みを少しだ
けお話しします．四つほど項目に分けて，調査につ
いてと地物，情報階層モデルと，最後に，時空間
データベースのお話をしたいと思います．
当社は ZIPというものを掲げておりまして，

ZENRIN Information Platformの頭文字を取って
ZIPです．事業基盤の構築ということで，まず事業

基盤を確立しなければならない．知のサイクルと
言っています．収集する，整備する，編集する，提
供するっていう，この知のサイクル （図 2参照） を
どんどん回すことによって情報をためていくという
形になります．
この ZENRIN Information Platform一つひとつ

に，まず収集基盤，時空間情報というデータベース
の基盤があって，それから流通基盤．地図を流通さ
せるには利用できるような形にして提供しないと，
フォーマットもそうですけども地図データを提供す
る流通基盤は重要だと思っています．提供に対して
自社サービスのものと，アライアンスでやっている
他社のサービスに提供するもの，それらをサービス
基盤としています．この事業基盤の構造を，知のサ
イクルとして定義しています．
この知のサイクル（収集⇒整備⇒編集⇒提供）に
ついて詳しく見ます．まず収集です．「ゼンリンさ
んはよく現地に行くんだ．人が歩いて調べるんです
ね」って言われます．確かにそうなんですけど，現
地に行って調べる，色々収集の素材（出典）という
のが現地にあります．都市計画については，国土交
通省があって国土地理院がございますので，きちん
とそこにあるものは利用させていただいています．
自治体が持っている地形図っていうのは，工事図面
でいただける場合はいただいたりとか，現地調査も
したりします．あと，電話調査．もちろん計測車両
や航空写真も使いますし，衛星画像も使いますとい
うことです．今，準天頂衛星が 7基上がったと思い
ますが，準天頂衛星によって，だいぶGPSよりも
精度が上がってくると思います．
次は整備です．整備は現実世界の情報を地物とし
て一元管理する，時空間データベースの生成を意味
します．時空間DB（DB：データベース，以下同様）
というのは地物DBと地図DBに分かれています．
これはデータ整備機能と管理機能が担います．ただ
し，その地物DBは地図の要件を満たしていないの
で，地図として使えるようにしないといけない．地
図として使えるようにするには処理をしないといけ
ない．自動変換処理をして地図DBにしています．
今までは人が手作業でやっていたことを，今はほ
ぼ自動処理で地物DBから地図DBへ変換していま
す．
ただ，地図DBになったとしてもまだ何の目的で
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地図を使うかということがはっきりしません．デー
タモデルの話なのか，ナビ用で使うのか住宅地図レ
ベルで使うのかという，この利用用途によってデー
タの加工方法が変わります．最終的な編集の部分と
いうのは，その地図DBから持ってきて編集するこ
とになります．
最後，提供についてです．提供の部分だとZEN-

RIN Maps APIの提供であるとか機能部分の提供で
あるとか，あとグラフィック世界の中で提供してい
くかっていうのはあります．あとは，ナビの製品
やGIS製品もそうですし，住宅地図帳も含めたパッ
ケージ製品も提供には含まれています．この一連の
収集，整備，編集，提供という，知というサイクル
を含めて，「知・時空間情報の創造により人びとの
生活に貢献します」という企業理念を掲げて，今，
一生懸命やらせていただいているところです．

調査手法・出典
少し話が戻りますが調査の手法・出典に関する
スライドを表示しています （図 3参照）．航空写真，
衛星画像ですね．絶対位置のずれがありますが，地
図は絶対位置がずれていても，相対位置がちゃんと
していれば地図として利用できます．だから測量成
果を活用します．当社は地図調製業で，測量免許を
持ってるわけではないので，測量会社と組むことも
あります．それでもやっぱり，ずれてるんですね．

自治体の地図もずれています．当社は長年，ずっ
と地図を作ってきました．自治体が測量のために飛
行機を飛ばすとなると結構費用がかかるので，自治
体もなかなか白地図をメンテナンスできていない状
況になります．そうなると逆に当社の地図のほうが
精度高くなっていたりします．当社は自治体の利用
承認を得て地図を作っているという形にはなってお
りますけれども，結果として，当社のほうがずっと
メンテナンス続けているので精度が高くなってると
いうエリアもあるかもしれません．
それから走行画像．さっきも申しましたけども，
方面看板等は画像認識で全部情報収集します．計測
車両，撮影車を走らせる前は「住宅地図を調査す
るときに一緒に調べてくれ」，カメラを預けて「そ
れで交差点を撮ってきてくれ」とか，そういうふう
にアナログといえばアナログですけどもデジカメで
撮影して，編集，生成する工程を 10年ぐらい前ま
ではやっていました．ですが，今，下に点群のデー
タってありますけども，生成する形，壁面等々，画
像と点群によって 3Dモデルを作り上げていくこと
ができるようになりました．この点については後で
ちょっと触れたいと思います．
真ん中 （図 3参照） が調査端末．これは独自に開
発をしました．今，大体 1日 1,000人近くのスタッ
フが全国を歩いたり，計測車両を走らせたりして調
査していますが，徒歩調査では調査端末を使ってい

図 2　事業基盤の構造（ZENRIN Information Platform）（出所：講演スライド）
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ます．前は紙だったんですけど．紙に赤ペンで修正
を書いていたんですけど．その後は 6色のボールペ
ンを持って変更する項目ごとに色を使い分けていた
んですよ．私の時代は赤ペン 1本でしたけど，時代
が進んで 6色になりました．その時代もちょっとだ
いぶもう昔で，今は調査端末を持ち歩きます．これ
で収集したデータは全部，仮想のサーバーに蓄積さ
れます．

地物整備と地図変換
それで地物整備と地図変換のところで，ちょっと
地図のイメージを変えます．地物DBだと少しわか
り辛い．地物って目に見えているイメージ．だか
ら，施設関連の地物，道路関連地物，歩道関連地物
と，この三つに分類して捉えています．だから施設
系なのか，建物なのか道路なのか．地物DBを地図
化処理すると，背景だとか POI（Point Of Interest）
とか，それを自動生成して地図DBを構築します．
あと，道路のネットワークです．ネットワークを
引かないとナビはできません．歩行者のネットワー
クも今，作ろうと取り組んでいます．すでに作って
いる部分もあるのですが，歩道っていうのをどこま
で認識するか，これ難しいんです．例えば国道にあ
る，段差がちょっと上がった歩道というのは，もち
ろん見れば歩道ってわかるんですけど，県道あたり
の，まだガードレールもない白いラインで，区切ら
れていると．それはもちろん歩道なんですけど，と
きには下手すると白いラインもない．でも歩道．歩
けたら歩道ですよねって．歩けるのか，歩道の目的
で歩道を造っているのかって全然違うんですけど
も．この辺の概念的なものの難しさも地図にはあり

ます．
ネットワークデータっていうのがすごく重要に
なってくる時代になってまいりましたので．自動運
転もそうですね．だから，目的によってネットワー
クデータが生成できる，そういう時代に移り変わっ
てます．物を運ぶにも，どういう運び方をすれば
いいのか．ラストワンマイルということが最近言わ
れるようになりましたけど，個配するのかしないの
か，どこまでやればいいのか．それによって配送効
率をどう上げていくかって，シミュレーションをす
るときに地図を使うんです．今，大手の物流企業も，
シミュレーションをしないとわからないんです．
シミュレーションをすると，そのルートによって

トラックの荷を詰め込む順番が変わるんです．わ
かりますよね．一台に全部詰め込んでいかないとい
けないので，そういうノウハウも物流の業務の中に
くくられるので，地図のネットワーク・ルートとい
うだけの話ではないんですよね．やっぱりその企業
の，大手の効率化を考えると，そこまでの用途に合
わせて地図を扱う我々は考えないといけない時代に
なってきているということを常に考えています．と
いうことは，やっぱり協業，後で言う企業共創って
いうのは重要でございまして．今まで企業に「はい，
幾らですよ．地図，どうぞ」って売るだけでは無理な
話ですね．
情報階層モデルというのを，これ数年前に作
りまして．弊社が得意とする部分は Feature層と
Attribute層．F層，A層っていうのはスタティック
な情報が多いです （図 4参照）．それから Status層
S，Recognition層 Rの部分とはダイナミックな動
きや変化情報を指しています．重要な情報も変化に

図 3　調査手法・出典（出所：講演スライド）
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よってすぐに消えてしまうことや，エンターテイメ
ント的な情報も含まれます．こういう4層のF, A, S, 
Rっていうので情報階層モデルと呼んでいます．
さまざまな業者も企業も「この情報が欲しいんだ
けど，それはどこにはまりますか」みたいな話をす
るためのベースになるモデルをちゃんと作っておか
ないといけません．企業によって利用の頻度とか価
値っていうのが全然違うので，当社の価値ではなく
て相手の企業の利用される価値，一般のコンシュー
マーの価値，この価値っていうものをどう捉えるか
ということを，ここ （図 4　情報階層モデル参照） 
に書いてます．
そこに書いているものもやっぱり静的，動的と
か，認知，認識とかで区別していて，認知するだけ
なら良いけど，認識するにはどういう情報が必要な
のか．情報の中身の問題にもなります．このように
世の中にある情報を整理することを，現実世界のラ
イブラリー化と呼びます．ライブラリー化というこ
とは「図書館」のように使いやすくしないといけま
せん．使いやすくするために構造化が必要で，構造
化するにはどのレベルに整理するかを決めないとい
けません．
これが使う側の目線なのか，整備側をする目線な
のか．整備側はこのままの 4層で整備をするのは非
常に難しいですね．そうすると，整備側の目線の階

層，利用・提供側の目線はこれを使う．これをどこか
でうまくマージしてやって，やらないといけないと．
この前，日経新聞に不動産 IDという話が出てい
ましたけども．当社もZID（ZENRIN ID）を持っ
ていまして，建物一つひとつに番号を付けて管理を
しているということになります．
本当は ZIDをそのまま流通させたいのですが，
業界・業態の都合によって限界もあります．また，
公共分野でも一民間企業の IDの利用には非常に高
いハードルがあります．それでも，地物の管理の面
からも IDを持たせることが必要で，地図情報に紐
ついた IDに意義があると考えています．現実世界
のライブラリー化を実現するうえで，メンテナンス
も必要となるため，ID管理は非常に課題は多いで
す．

ゼンリン時空間DB
次に，時空間DBです．世の中の全ての位置情報

の基準，つまり高度化する社会に貢献する総合空間
情報基盤にしたいと，大きな目標を持っています．
現実世界に存在するさまざまな情報を正しく，かつ
最適な形で管理し，高度化する社会において，さま
ざまなシーンで安心して利活用できるものを創って
いきたいと思っています．そして，社会に貢献す
る．

図 4　情報階層モデル（出所：講演スライド）
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高度化する社会基盤と現在の社会行動などについ
て，後ほど話をします．コンビニエンス社会とア
ミューズメント社会に対して我々の時空間DBを，
最強DBという言い方をしていますが，どれぐらい
社会貢献できるDBなのかということを，プロモー
ションがうまい会社ではありませんので，世の中の
方が知らないことも多いのですが，今，一生懸命
やってるというふうな状態でございます．

4.　事業紹介

事業の紹介をしたいと思います．事業ポートフォ
リオと各事業の現況をお話しします．30年くらい
前はまだ住宅地図中心で，当然，出版関連とか電子
地図関連だとか，そういうくくりで区分していま
した．15年後ぐらいには広告出版事業．地図帳に
広告取ったりしていました．出版です．それから
GIS事業，コンテンツ，ITS（Intelligent Transport 
Systems：高度道路交通システム），グローバル事
業．2024年 3月期，前期売上は 613億円．今期は
600数十億円くらいの売上ですが，ポートフォリオ
は五つで構成をしてる．プロダクト事業，公共ソ
リューション事業，マーケティング事業，IoT事業，
オートモーティブ事業の五つです．
同じ一元化した地図DBを使う事業のポートフォ

リオになっているので，一つの事業だけ切ってや
めるっていうことは得策じゃないです．同じDBを
使って，事業を展開しているので，例えば赤字だか
らとその事業を切ると，そのDBの整備費用等が他
の事業の費用に加算される．ここは非常に難しいと
ころです．
昔はナビと住宅地と別々のDBを立ててたんで

す．これがやっぱり鮮度の問題もあり，ナビの調査
と住宅地図の調査の時期ずれで地図の鮮度に違いが
生じることも過去にはありました．そのため，今は
それを全部統合して時空間DBにしています．
ポートフォリオを個別に見ていきます．まずはプ
ロダクト事業．これは見たとおりの住宅地図でござ
います．住宅地図帳が 2,200タイトルあります．地
図帳，紙の地図の販売はピーク時の 5分の 1ぐらい
まで減っています．これはもう自然の流れかなと．
もちろん，それはデジタル版に移行したりGISパッ
ケージを利用される方が増えてきたということにな

りますけども，紙を使う方々はやっぱだいぶん減っ
てきているという現状でございます．
この住宅地図のDBを使ったビジネスというと，

冊子とオンラインでの地図サービス提供もありま
す．今はもうクラウド上で利用されているのが普通
です．
あとオンデマンドの部分で，コンビニでエリアを
指定すると 1枚 300円かな，400円で自分の好きな
地域の住宅地図をプリントアウトできます．意外と
知らなかったりするんですけど．これが月々の利
用料とか要らないので，必要なときに購入できる．
今，コンビニ 3社に提供しています．
あと主要になるのが紙に代わるもので，業種・業
務ごとに必要な機能をパッケージ化した，GISパッ
ケージというクラウドサービスを提供しています．
住宅地図帳で仕事をしている代表的な業種が，不動
産業です．このような地図をよく利用する，業種と
業務でパッケージサービスを提供しています．不動
産，税理士，建設とか不動産鑑定士であるとか．あ
とは業務でセールスサポートを提供しています．月
額 1万円程度で使えるようにしています．一度この
サービスを使い始めると，絶対になくてはならない
サービスと言ってくださるお客様は多いです．これ
はプロダクト事業の現状です．
公共ソリューション事業は消防，警察ですね．ス
ライドに表示しているのは，消防，警察の緊急指令
センターでの利用シーンです．自治体のレベルでい
くと統合型GISっていうのが 20年ほど前にやった
んですけど，価格が高くて使い勝手と価格と合わな
いっていうので，導入される自治体がだいぶ減って
きています．すると徐々に事業が縮小することに
なって．それで軽く使える，月々 1万円のサービス
を開発しました．確実に全部の公共機関で導入可能
なサイズにすると利用も増えてきまして．住宅地図
for Webという自治体専用のサービスを提供してい
ます．
行政向けのサービスの一つに LGWANっていう
ものがありまして，Local Government Wide Area 
Network 2）ですね．行政サービスの統合を目的とし
たネットワークのサービスです．国が推進していま
すが，これもなかなか自治体ではネットワークの回
線の問題などで利用ができないとか，予算の問題も
あるみたいで，導入は限定的なようです．
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他にも防災に関わるビジネスも対応しています．
例えば，災害時支援協定を締結し，緊急用に住宅地
図帳を備蓄してもらっています．3・11の時も，停
電でパソコンも当てにならない．12日には緊急車
両として当社の車に地図帳を積んで災害対策本部に
持っていきました．地震・津波による被害で半壊，
全壊で元がどうなのかわからない状況なので，住宅
地図を見ながら自宅の場所を確認しないと特定がで
きないんです．建物は半壊，全壊だろうと，さらに
人が亡くなってる，埋まってる可能性があって，ま
ずはその救助をしなければならないので，この場所
に何があったかを確認するために住宅地図帳を利用
する．復興の前に人命救助が優先で，72時間の壁
とも言われますが，その中でもこの紙の地図が役に
立てたという事実がございます．
だから，紙の地図を自治体に置いていただいて，
いざというときに使っていただく．本当はこれを使
うことがあってはならないですけどね．有事のとき
に使う．そうすると有事のときじゃなくて，やっぱ
その手前の段階で，防災じゃなくって減災なんです
よね．そうなる前に一体何をしないといけないかっ
ていう．そういう自治体が，防災マップを作るよう
になってます．一方で防災マップを作ることが目的
になってその後につながらない．ここまでが公共ソ
リューション事業についてでした．
次はマーケティングソリューション事業です．分
析のプランニングからデザイン，クリエイティブ，
オペレーションまで全部トータルでできる，らくら
く販促マップというサービスを数年前に作っており
ます．大手はウェブマーケティングがほとんどです
けども，中間層であるとか個店であるとか，中堅の
皆さまにも刺さるという，そういう仕組みを作って
提供しています．
らくらく販促マップを利用すると，地図を使って
販促計画を検討し，例えば紙のチラシが作れます．
「ウェブで」って言うんですけど，中堅・個店の規模
での狭域範囲は紙で配ったほうが早かったり，リー
チがすぐできたりと色々メリットもあるんです．だ
から，紙のチラシはなくなっていかないんですよ
ね．これ，不思議な現象だなと思うんですけども，
みんながネットだけじゃないっていう事実．ネット
の世の中に，今度また紙の流れに戻ってくるとど
うなるんだろうっていうのを私も考えたりします

けど．そういう意味では住宅地図帳 1冊を使って販
促をやっている飲食店の方々が「じゃあ，これを使
えば便利じゃないか」っていう価値を提供するのが
マーケティングソリューション事業です．
次に IoT事業ですけども，IoTソリューション3）

のサービスイメージを掲載しています．実際にお取
引させていただいているお客さまのお名前は記載し
ていませんが，例えば，大手通信キャリア，ナビタ
イムというナビサービス会社，ヤフーなどに地図
データを提供しています．
あと，物流会社にも提供しています．Amazon，
ヤマト運輸など，コンビニエンスストアだとロー
ソン，ファミリーマートなどです．Internet of 
�ingsということで，インターネットと物がつな
がることによって位置情報が非常に重要になってき
てる時代に，この IoTという要素が大きくなってき
たと．IoTっていうのは．当たり前になってくると
言葉にされなくなりますよね．これが世の常かもし
れませんけども．
最後にオートモーティブ事業ですけども，自社
調べですが，国内のカーナビゲーションデータの
シェアナンバーワン．長年のノウハウをずっと蓄積
してまいりまして．メーカーの要望に合わせたさ
まざまな形式・フォーマットに対応できることも
強みです．コネクティビティーの対応もしていま
す．右に書いてあるのが ADASです．この自動運
転の技術は非常に難しく，自動運転（運転支援シス
テムADAS：Advanced Driving Assistant System）を
高速道路でできる車となると，上位車種に限定され
ます．普及する台数になかなかいってないというこ
とです．ADは Autonomous Drivingの，本当の自
動運転を意味しています．これから市場が立ち上が
るのはADの無人運転の世界です．ゴルフ場のカー
トみたいな感じですよね．空港からバス停までと
か．交通結節点を結ぶのは，無人運転のバスである
とか，そういうふうになると思います．一般道での
無人運転となると，道路のペイント情報は走行車両
があるので，車のカメラやセンサーで認識できない
場合があります．そうすると自動運転ができない．
だから路車間の何かではなくて，地図とセンサーを
組み合わせて，絶対位置をずれないように把握して
運転する．ただし，近距離だったら，曲がるのは 3
遍だけとかだと，センサーの技術を使えば自動運転
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も可能になる．色々な状況に応じて技術を活用して
サービスが徐々に拡がる．そういう時代になってき
ていると思います．

5.　位置情報ビジネスの未来

ここからは位置情報ビジネスの未来として，代表
例として企業保有の価値データ．要は，企業が保有
しているデータが価値を持ち始めたっていうことで
すね．これまでもデータの取得はされていました
が，もうずっと自社内で管理・利用していた情報
に，位置情報が付いていると，技術の進歩によって
民間データの量，質が大幅に向上します．利用範囲
が拡大するんです．データのアウトプットと質が進
化しています．
民間企業の持つ情報は色々あります．例えば，決
済情報，どこで決済したのかわかっている．視聴
情報，どこで見たかわかるっていうんです．Net�ix
であろうがAmazonプライムであろうが，Disney＋
であるとか，そういうのもどこで見たのか全部わ
かってしまう．店舗情報，天候情報，配達情報，移
動情報，SNSなんか特にそうですけど，そういう
民間の持つデータっていうのは，すごく価値のある
情報であるという認識が今高まっています．これが
企業保有のデータの価値ですね．
次世代のマイクロMaaSということで，モビリ
ティの分野で今後大きく発展すると言われていま
す．この分野でも位置情報がすごく重要になり，人
や物の移動に対するMaaSが進化します．例えば，
ルートレコメンド機能があります．これは交通の最
適化につながると考えています．交通の空白地帯を
どうするか，渋滞回避をどうするかなど，行政でも
さまざまな取り組みがされています．
あとは事故予測．保険会社もそうですけど，事故
が頻繁に起こるであろう場所，交差点，この辺のと
こもよくわかるようになります．だから，今は車を
運転している場合は，危険な運転していたらすぐ察
知されますよね．寝ていてもわかっちゃいますよ
ね．免許証のゴールドカードが運転手の力量を判断
する情報ではなく，それだけではない世界，もっと
細かい単位で運転の質が見られてるっていう時代に
なってきています．
最後にマーケティングの位置情報です．位置情報

の分析を行うことでエリアの特性，顧客のニーズで
すね．だから，そこに「人がいっぱいいるね」って，
「何かあるのかな」みたいな．何のイベントもない
のに人がいっぱいいるのはなぜみたいな，そんなこ
とをタイムリーに把握することができます．データ
分析をマーケティングに活用する場合，点に絞り込
むことをします．今までは面なんですよね．むしろ
面でしかできなかった．地図もメッシュでしかでき
なかった．こういう状況でしたが，属性を付けるこ
とによって，点で把握することができるようになり
ます．
このような，面ではなくピンポイントの観測の需
要が高まってきています．前まで面でのプロモー
ションコストが 100万円かかっていたのが，ピンポ
イントでターゲティングをやると 10万円ですよと．
コストが 10分の 1になる．分母は少なくなるけど
も分子が上がるっていうとこなので，確率を上げる
ことによって投資が少なくて済むという．そうする
と中小企業，個店も，マーケティングという世界に
足を踏み入れることができるようになります．こう
いう位置情報マーケティング，商圏に集まる人の属
性を利用できる人が増えることの利益は大きいと思
います．
もちろん，個人情報保護法との兼ね合いは当然あ
りますし，利用の仕方であるとか，オプトイン，オ
プトアウトの規制など理解した上で，地図，属性の
データを利用しないといけない．

社会構造の変化
ここから先は，私が従業員に向けて作成したス
ライドを 2～ 3枚そのまま説明します （図 5参照）．
データ社会っていうのは文明と文化，コンビニエン
ス社会とアミューズメント社会にわかれてるだろ
うと．これは私見で書いています．役に立つ物事
とは．これから，大阪で万博が始まりますけども，
1970年の大阪万博っていうのはもう役に立つ物が
主でした．カラーテレビ，車，世界でどんどん伸び
ている時代．文明です．文明がどんどん発展してい
た．だから，課題解決要素が中心になっていたよと
思うわけです．
今はどうなのか．意味のあるもの，これを，ア
ミューズメント社会としました．主観的，人間中
心，個人の消費活動，人間の情緒的欲求が根底にあ
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り，価値創造的要素が中心の世の中を意味します．
例えば，ここで映画が撮影された，この場所で写メ
を撮ってアップするっていうのは，私の年代には
「ああ，そう」っていうぐらいの話なのかもしれませ
んけども，今の若い人にとっては，それは意味のあ
ることなんですよ．意味があることにフィーを払
う．この意味があることにフィーを払うっていうの
は，便利なことだけじゃないという話です．
この辺が，文明と文化の比率がどうなるんだろう
と疑問として考えているところです．やっぱりア
ミューズメント社会，もちろん Society 4.0から 5.0
への超スマート社会．社会価値の総和っていうもの
はどういう比率になるか．もちろん，当社も株式会
社ですので，経済性を伴わないといけない．これは
当然の話です．きちんとビジネスとしてやる．
文明のレベルがある程度まで達しているというこ
とは，簡単に課題解決して儲かるビジネスって非常
に少ないんですよね．だからGISでも提案営業と
かやっていますけど，「何か困っていることないで
すか」ってお客さんに聞いても「うーん」っていう話
なんですよね．そんなに困っていることがないの
で，困っていることを特定して「困っていますよ
ね」って言ってあげないと，「そうそう，困っている
んだよ」ってならないんですね．
若者に「今，欲しいもの何」って言うと，「いや，
そんなないですよ」って．我々の時代は「そりゃ車
でしょ」とかありましたけども，そういう時代では
ないというのと同じことです．今，ニーズがわかり
にくい市場に，どういう商品，どういうサービスを
立てて刺していくかっていうのは非常に難しい世の
中．困り事はないって話になりがちなので．

ただアミューズメントの領域にも，人が楽しむた
めの行動をすることによってコンビニエンス領域の
課題が顕在化する可能性はあると思っていまして．
ここ，福岡の JR九州の，ななつ星は，移動の手段
であった電車が，「乗る」という目的になっていま
すよね．クルーズ船もそうかもしれません．中で楽
しいっていう．ぐるっと回るだけでいい．どこにも
行く目的がない．移動しているだけっていうことで
すね．それにフィーを払うと．予約でいっぱい．こ
の現象は何かと考えると，やっぱりこのアミューズ
メント的な社会の要素の中にコンビニエンスも入っ
てくると，そこに行くまでの移動によって何かが出
てくるという．多分，そういう社会がどんどん生ま
れてくると，比率がどうなのかな．社会価値になる
のかっていうのは，非常に難しい世界だと思い，ス
ライドに書いたりしてあります （図 5参照）．
コンビニエンス社会とアミューズメント社会の双
方で，社会的価値創出としての事業収益をちゃんと
確立することについて社内向けに話をしています．
加えて，企業活動として，企業共創と地域共創と書
いています．企業と共に価値創造を支援して世の中
の役に立つという活動を企業共創，地域の特性，エ
リアに着目して，地域の役に立つという活動を地域
共創として，二つの活動方針を掲げて，新たな領域
へ挑戦しているところでございます（図 6参照）．

6.　3D地図ビジネス

最後になりますが 3Dのビジネスです．GISに
おいては，20年ほど前から地図は 3Dになるって
いう強い信念を持って開発してきました．2Dから

図 5　社会構造の変化（出所：講演スライド）
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3Dを作る世界が来るのを待っています．（詳細か
ら簡便は可能ですが，簡便なものから詳細な 3D地
図は作れない．）今の 3Dっていうのは BIM/CIM
（Building/Construction Information Modeling, Man-
agement）の分野でも使っていますが，ほとんど 2D
を立てているだけなんですね．だから，リアルのテ
クスチャーだとか，そういうのが無いというのが
ほとんどです．今の 3DデータっていうのはCG・
VFXの分野だと，ゼロから多分作るんだと思うん
です．CGを作るのは当然お金がかかりますよね．
災害時のシミュレーション，映像制作など，あら
ゆる業界で 3Dが使われていますが，コストがかか
る割にコストに見合う需要まで伸びていないのが現
状です．3D都市モデルデータと広域 3次元モデル
をDXによって作成することで，コンストラクショ
ンの分野で普及できればと考えています．今はデー
タ作成にお金が必要ということをご理解いただけれ
ばなって思います．

1分半の西南学院大学周辺から博多駅までの 3D
地図映像があるので，ちょっと見ていただければ．
どうぞ．
〈映像〉
1分半ほどでしたけど，この位置からゼロから作

ると結構な金額がかかります．「えっ」と思うかも
しれませんけど結構かかります．当社が保有してい
る地図は，ナビ地図，住宅地図，3Dがあります．
これらには，道路，水系，建物，敷地の形状，全部
含まれていて，ご覧いただいた 3Dに全て載ってい
ます．
また，全自動で計測した情報を地図にした部分も

あります．独自の計測で路面のレーン情報とか矢
印，歩行者の横断歩道，ビルの壁面，公園，街路樹
等ですね．実際に計測しています．当社が持ってい
ないデータは外部データ，例えば地理院のデータで
あるとか，地形の起伏の部分とか，あと航空写真の
画像などを使って作っています．当社地図DBは，
これら情報を全て管理してここまでの作り込みをし
ているということになります．
人の手で作っている部分もありますけど，ご覧い
ただいた 3Dには現実世界の情報がデータとして反
映されています．このような現実世界をそのまま
データ化したものを，デジタル基盤をはじめとし
て，世の中で利活用されるよう，提供することが目
標です．3D地図といっても，地図という領域をも
う超えてしまっているんですけども．このDBが世
の中にどのように役に立っていくのかっていうのは
ICT技術の社会性の領域にきていて，人々の世界，
生活をどういうふうにしていきたいのかという，こ
れが課題だと思っている次第でございます．
ご清聴ありがとうございました．

注
1） 役職は講演当時のもの．現在は代表取締役会長．
2） LGWANとは，総合行政ネットワーク（Local 

Government Wide Area Network）であり，ゼンリ
ンが独自の地図サーバを経由したセキュリティの
高いネットワーク環境を提供し，そこで部署間情
報共有や住民対応などの自治体における個別業務
を支援することや，住宅地図をより効果的に利用
するパッケージシステムとして提供するもの．

図 6　企業共創と地域共創（新たな領域への挑戦）（出所：講演スライド）
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3） さまざまな顧客の用途に応じて，地図データを最
適化することを行っている．例えば他社のポータ
ルサイトやアプリなどに地図データを提供したり，
スマホナビサービスなどゼンリンが地図データを
もとにしたサービスを顧客に提供したりする．
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